（参考様式８）

農業用ハウスの補強対策に関するチェックシート
[bookmark: _GoBack]　年　　月　　日
助成対象者名　　　　　　　　　
住　　所　　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　　
１　補強対策を行うハウスの現況
（間口等の異なるハウスが複数棟ある場合は、任意様式により一覧表を作成すること。）
	間口　　　　　　ｍ　×　高さ　　　　　　ｍ　×　奥行　　　　　　　ｍ

	アーチパイプの太さ　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

	棟数
	総面積



２　実施予定の補強対策
	現況ハウスの確認事項
	該当
	項目※1
	現況※2
（〇・×）
	実施の有無※2
（〇・×）
	（参考）推奨仕様

	アーチパイプの径が
22.2ｍｍ
よりも太い
	□
	妻面の補強
	
	
	妻面の強度を高めるために、強度の高いパイプ（パイプ径42.7mm以上の直管パイプ又は角パイプ等）を縦２本、横1本以上入れる。

	
	
	
	
	
	妻面の強度を高めるために方杖による補強を入れる。

	
	
	筋交いの設置
	
	
	両妻面に各２本、中央部にも20ｍ間隔で筋交いを入れる。
筋交いの下端部は20ｃｍ以上埋め込む。

	アーチパイプの径が
22.2ｍｍ
	□
	妻面の補強
	
	
	妻面の強度を高めるために、強度の高いパイプ（パイプ径42.7mm以上の直管パイプ又は角パイプ等）を縦２本、横１本以上入れる。

	
	
	
	
	
	妻面の強度を高めるために方杖による補強を入れる。

	
	
	筋交いの設置
	
	
	両妻面に各２本、中央部にも20ｍ間隔で筋交いを入れる。
筋交いの下端部は20ｃｍ以上埋め込む。

	
	
	以下のいずれかの補強も実施すること。

	
	
	


	タイバーの設置
	
	
	補強に使用するパイプは22.2mm以上とし、設置間隔は４スパンに１箇所とする。
※補強アーチを設置する場合は筋交いの設置は必要ない。

	
	
	
	補強アーチの
設置
	
	
	

	
	
	
	その他タイバーや補強アーチと同程度の強靭化が見込める補強対策
	
	
	具体的な補強対策について、強靱化が見込めることを示す資料（参考様式「補強の強度に関する確認書」又は補強程度のわかるカタログ等）を提出すること。

	アーチパイプの径が
22.2ｍｍ未満
	□
	参考様式「補強の強度に関する確認書」により、風速36ｍ/ｓに耐えられるようにする補強対策を実施すること。

	※１：補強対策の各項目については、「茨城県農業用ハウス災害被害防止マニュアル」を参考に実施すること。

	※２：現況に×がついた項目について補強を実施すること。実施しない項目がある場合には、
　　　参考様式「補強の強度に関する確認書」を必ず提出すること。




【参考様式】

補強の強度に関する確認書

　　 年　　月　　日

	助成希望者氏名（ハウス所有者または使用者）
	

	住　所
	

	

	確認者氏名
	

	所属（会社名等）
	

	住　所
	

	連絡先
	


茨城県知事　　殿









私は、茨城県農業用ハウス強靭化緊急対策事業（国事業名「園芸産地における事業継続強化対策」）による支援を受けて行う下記の農業用ハウスの補強等について、風速36ｍ/ｓに耐えられるような補強を行うことを報告いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記

１　補強等を行う農業用ハウスの所在地
　

２　農業用ハウスの構造
　

３　実施する補強対策の概要
	間口　　　　　　ｍ×　高さ　　　　　　ｍ　×　奥行　　　　　　　ｍ

	アーチパイプの太さ　　　　　　　　　　　　　　ｍｍ

	棟数
	総面積



